
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

  

湯沢市家庭教育支援チーム 

 （呼称： 湯沢おやじの会 ） 

  URL： https://www.city-yuzawa.jp/site/kosodate-navi/3088.html 

  

②活動拠点 湯沢市 

③活動範囲 湯沢市内全域（主に湯沢西小学校区内、湯沢東小学校区内） 

④組織体制 
    31   人 
 

民生・児童委員、元教員等 

⑤活動開始年度  平成 14 年度  

⑥問合せ先 

 
（部署・氏名等） 会長 菊川 啓一   （TEL）090-5842-6357 

 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

□アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

□中学生 □高校生以上    の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.city-yuzawa.jp/site/kosodate-navi/3088.html


③活動内容 

 

【具体的な活動内容】 
 

“親子が一緒に楽しもう”をモットーに、現代社会において、家庭だけでは 

なかなか体験できないような活動の機会を提供し、地域の居場所づくりや親 

子の交流の場を提供している。 

・ホタルを見る会 

・川遊び 

・座禅大会 

・キノコ採りと芋の子会 

・そば打ち体験 

・折り紙教室 

   

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

親と子はもちろん、異なる学区の親子が参加することで、新たな交流の機 

会を提供し、子育てに関する共感や不安解消の良い機会となっている。 

それぞれの体験を通して、普段接する事のない経験が得られ、保護者・ 

子どもと支援チーム員が一体となって交流が深まり、共有感が生まれてい 

る。また、子どもたちが、湯沢の自然に親しみ郷土の豊かさに触れることで、 

“湯沢の良さ”を感じる機会が増え、郷土愛が育まれている。  

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☑文部科学省補助事業（事業名： 学校・家庭・地域連携総合推進事業 ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


